
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内蔵する電池を電源として駆動する光学式読取装置であって、
　外部の表示パターンに光を照射し、該表示パターンからの反射光に基づいて該表示パタ
ーンが表現しているデータを読み取る読取処理部と、ホストシステム側の通信端末手段を
介して該ホストシステムとの間で通信する通信処理部とを有する処理手段と、
　前記ホストシステム側から電源制御信号を受信する電源制御信号受信手段と、
　前記電源制御信号受信手段にて受信された電源制御信号に応じて、前記電池から前記処
理手段への駆動電力供給のオン・オフ制御を行う電源スイッチング手段と、
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前記ホストシステム側の通信端末手段との間での通信が可能な位置に、光学式読取装置
本体が配置されているか否かを、前記電源制御信号受信手段とは異なる位置で、所定の物
理的刺激に基づいて検出する配置検出手段と、

を備え、
前記電源スイッチング手段は、
前記電源制御信号受信手段にて受信された電源制御信号が前記処理手段への駆動電力供

給オンを表し、かつ前記配置検出手段にて前記光学式読取装置本体が通信可能な位置に配
置されていると検出された場合に、前記処理手段への駆動電力供給をオンに制御し、

前記電源制御信号受信手段にて受信された電源制御信号が前記処理手段への駆動電力供
給オンではない場合、あるいは前記配置検出手段にて前記光学式読取装置本体が通信可能
な位置に配置されているとは検出されていない場合に、前記処理手段への駆動電力供給を



【請求項２】
　前記ホストシステム側からの前記電源制御信号は、光信号であることを特徴とする請求
項１記載の光学式読取装置。
【請求項３】
　前記ホストシステム側からの前記電源制御信号は、磁気信号であることを特徴とする請
求項１記載の光学式読取装置。
【請求項４】
　前記所定の物理的刺激は、光であることを特徴とする請求項 記載の光
学式読取装置。
【請求項５】
　前記所定の物理的刺激は、接触圧であることを特徴とする請求項 記載
の光学式読取装置。
【請求項６】
　前記ホストシステム側からの電源制御信号は、前記ホストシステム側が前記通信端末手
段を介して前記通信処理部との間で通信するに先だって、前記ホストシステム側から出力
されることを特徴とする請求項１～ のいずれか記載の光学式読取装置。
【請求項７】
　
　

　
　

　
　前記電池は蓄電池であり、該蓄電池には、光学式読取装置本体が前記通信端末手段との
間で通信可能な位置に配置されている場合に、外部から充電用の電力が供給されることを
特徴とする光学式読取装置。
【請求項８】
　
　

　
　

　
　前記電池は蓄電池であり、
　更に、
　前記蓄電池に外部から充電用の電力が供給されている場合に、該充電用の電力を前記電
源制御信号受信手段または前記電源スイッチング手段に対して駆動用電力として配分する
電源配分手段、
　を備えたことを特徴とする光学式読取装置。
【請求項９】
　請求項１～ のいずれかに記載の光学式読取装置に対する置き台であって、
　前記光学式読取装置を配置する配置部と、
　前記配置部に配置された前記光学式読取装置の前記通信処理部とホストシステム側とを
通信させる通信端末手段と、
　前記配置部に配置された前記光学式読取装置の前記電源制御信号受信手段へ、前記ホス
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オフに制御することを特徴とする光学式読取装置。

１～３のいずれか

１～３のいずれか

５

内蔵する電池を電源として駆動する光学式読取装置であって、
外部の表示パターンに光を照射し、該表示パターンからの反射光に基づいて該表示パタ

ーンが表現しているデータを読み取る読取処理部と、ホストシステム側の通信端末手段を
介して該ホストシステムとの間で通信する通信処理部とを有する処理手段と、

前記ホストシステム側から電源制御信号を受信する電源制御信号受信手段と、
前記電源制御信号受信手段にて受信された電源制御信号に応じて、前記電池から前記処

理手段への駆動電力供給のオン・オフ制御を行う電源スイッチング手段と、
を備え、

内蔵する電池を電源として駆動する光学式読取装置であって、
外部の表示パターンに光を照射し、該表示パターンからの反射光に基づいて該表示パタ

ーンが表現しているデータを読み取る読取処理部と、ホストシステム側の通信端末手段を
介して該ホストシステムとの間で通信する通信処理部とを有する処理手段と、

前記ホストシステム側から電源制御信号を受信する電源制御信号受信手段と、
前記電源制御信号受信手段にて受信された電源制御信号に応じて、前記電池から前記処

理手段への駆動電力供給のオン・オフ制御を行う電源スイッチング手段と、
を備え、

６



トシステム側からの前記電源制御信号を送信する電源制御信号送信手段と、
　を備えたことを特徴とする光学式読取装置の置き台。
【請求項１０】
　
　
　

　

　
【請求項１１】
　
　

記載の光学式読取装置の置き台。
【請求項１２】
　前記電源制御信号送信手段が送信する電源制御信号は、光信号であることを特徴とする
請求項 記載の光学式読取装置の置き台。
【請求項１３】
　前記電源制御信号送信手段が送信する電源制御信号は、磁気信号であることを特徴とす
る請求項 記載の光学式読取装置の置き台。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、内蔵する電池を電源としてバーコード等の表示パターンから所定の情報を読み
取る光学式読取装置およびその置き台に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、コードレスの光学式読取装置の一種であるバーコードリーダハンディターミナルに
おいては、内蔵する乾電池や蓄電池を電源として、内部の機構が駆動されている。この内
蔵電池の消耗が激しいと、乾電池の取り替えや蓄電池の充電を頻繁に行わなくてはならず
、作業性に問題を生じる場合があった。
【０００３】
このため、できるだけ、電池の消耗を少なくして、長時間使用できるような工夫がなされ
ていた。例えば、長時間、読み取り操作がなされていないのにもかかわらず、スキャン用
のランプがオンとなっていた場合には、そのランプを消灯させたり、あるいは必要に応じ
てホストシステム側からの指示により、ハンディターミナルのスキャナ部の電源をオン・
オフ制御して、節電を行っている（特開平５－１８９５９３号公報、実開平１－１０２９
５６号公報）。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、これらの従来技術は、スキャナ部のみの節電であり、その他の部分、例えばデコ
ード部などのデータ処理等を行っている部分やホストシステムとの通信を行っている部分
については、ホストシステム側からのコマンドを解釈して、データ通信を実行したり、ス
キャナ部の電源オン・オフの処理をしなくてはならないため、どうしても駆動状態に置く
必要があった。
【０００５】
また、充電装置とホストシステムとのインターフェースが組み込まれている置き台にハン
ディターミナルを載置した場合などにおいても、ホストシステムとのデータ通信の準備の
ためには、少なくともホストシステムとの通信部分は駆動しておかなくてはならなかった
。
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請求項７または８に記載の光学式読取装置に対する置き台であって、
前記光学式読取装置を配置する配置部と、
前記配置部に配置された前記光学式読取装置の前記通信処理部とホストシステム側とを

通信させる通信端末手段と、
前記配置部に配置された前記光学式読取装置の前記電源制御信号受信手段へ、前記ホス

トシステム側からの前記電源制御信号を送信する電源制御信号送信手段と、
を備えたことを特徴とする光学式読取装置の置き台。

更に、
前記配置部に配置された前記光学式読取装置の前記蓄電池に対して充電用の電力を供給

する充電手段を備えたことを特徴とする請求項１０

９～１１のいずれか

９～１１のいずれか



【０００６】
したがって、ハンディターミナルを使用していない場合も、ハンディターミナルのかなり
の部分を駆動状態に置く必要があり、十分な節電が行われているとは言えなかった。
本発明は、駆動が必要ない場合には、スキャナ部のみでなく、その他の部分もほとんど電
源オフにして、十分な節電が可能となり、電池の無駄な消耗を防止する光学式読取装置お
よびその置き台を提供することを目的とするものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段及び発明の効果】
　ここには、１つまたはそれ以上の発明が記載され、それぞれ以下に述べるような構成お
よび効果を有する。
　本発明の光学式読取装置は、内蔵する電池を電源として駆動する光学式読取装置であっ
て、
　外部の表示パターンに光を照射し、該表示パターンからの反射光に基づいて該表示パタ
ーンが表現しているデータを読み取る読取処理部と、ホストシステム側の通信端末手段を
介して該ホストシステムとの間で通信する通信処理部とを有する処理手段と、
　前記ホストシステム側から電源制御信号を受信する電源制御信号受信手段と、　前記電
源制御信号受信手段にて受信された電源制御信号に応じて、前記電池から前記処理手段へ
の駆動電力供給のオン・オフ制御を行う電源スイッチング手段と、
　を備え 。
【０００８】
本光学式読取装置は、電源制御信号受信手段および電源スイッチング手段を備えている。
この電源制御信号受信手段は、ホストシステム側から電源制御信号を受信するのみの機構
である。また、電源スイッチング手段は、電源制御信号受信手段にて受信された電源制御
信号に応じて、電池から処理手段への駆動電力供給のオン・オフ制御のみを行っている。
このような単に、ホストシステム側から電源制御信号を受信するのみの機構と電池から処
理手段への駆動電力供給のオン・オフ制御のみを行う機構では、常に駆動していてもほと
んど電力を消費しない。
【０００９】
したがって、光学式読取装置を使用しない場合は、ホストシステム側は、処理手段への駆
動電力供給のオフを指示する電源制御信号を電源制御信号受信手段に送信すれば、電源ス
イッチング手段が、電池から処理手段への駆動電力供給をオフする。
【００１０】
読取処理部と通信処理部とを有する処理手段は、従来技術にて述べたごとく、その駆動を
停止することが節電上重要であり、これらの部分を電源オフすれば、光学式読取装置は、
ほとんどの部分の駆動が停止することになる。しかも、電源制御信号受信手段および電源
スイッチング手段は電力消費は極めて少ないので、光学式読取装置全体として、十分な節
電が実行される。そして、データ通信等のために、ホストシステム側から光学式読取装置
を駆動させる場合も、駆動電力供給をオンする電源制御信号を、電源制御信号受信手段が
ホストシステム側から受信して、直ちに電源スイッチング手段が処理手段への駆動電力供
給をオンするので、ホストシステムと光学式読取装置との通信等にも支障は生じることは
ない。
【００１１】
なお、ホストシステム側からの電源制御信号としては、いかなる信号でも良いが、例えば
、コードレスで信号を受信させるには、光信号、あるいは磁気信号が挙げられる。
更に、上述した構成に加えて、ホストシステム側の通信端末手段との間での通信が可能な
位置に、光学式読取装置本体が配置されているか否かを、電源制御信号受信手段とは異な
る位置で、所定の物理的刺激に基づいて検出する配置検出手段を備えても良い。この場合
、電源スイッチング手段は、電源制御信号受信手段にて受信された電源制御信号が処理手
段への駆動電力供給オンを表し、かつ配置検出手段にて光学式読取装置本体が通信可能な
位置に配置されていると検出された場合に、処理手段への駆動電力供給をオンに制御し、
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電源制御信号受信手段にて受信された電源制御信号が処理手段への駆動電力供給オンでは
ない場合、あるいは配置検出手段にて光学式読取装置本体が通信可能な位置に配置されて
いるとは検出されていない場合に、処理手段への駆動電力供給をオフに制御する。
【００１２】
ホストシステム側が、光や磁気等のような信号の有無で、電源制御信号受信手段に電源オ
ン・オフを表す電源制御信号を送信している場合には、光学式読取装置本体が配置されて
いる周囲の状況によっては、電源制御信号受信手段は、ノイズとして存在する光や磁気を
捉えて、駆動電力供給をオンする電源制御信号であると誤認してしまうおそれもある。こ
のような場合を考慮して、配置検出手段が、ホストシステム側の通信端末手段との間での
通信が可能な位置に、光学式読取装置本体が配置されているか否かを検出することにより
、ノイズとしての光や磁気を捉えたのか、正式の電源制御信号を捉えたのかが判明する。
【００１３】
すなわち、配置検出手段が、ホストシステム側の通信端末手段との間での通信が可能な位
置に、光学式読取装置本体が配置されていると検出した場合には、電源制御信号受信手段
が捉える信号は正しいものとして、電源スイッチング手段が処理手段への駆動電力供給の
オン・オフ制御を正確に行うことができ、ノイズにより、処理手段へ駆動電力が供給され
ることはないので、無駄な電池の消耗を防止することができる。
【００１４】
この場合、配置検出手段は、電源制御信号受信手段とは異なる位置で、所定の物理的刺激
に基づいて検出することにより、正確な判断をなすことができる。例えば、電源制御信号
受信手段が光や磁気にて、電源制御信号を受信しているのならば、配置検出手段としても
所定の物理的刺激として、電源制御信号受信手段と同じ光や磁気にて検出すると、ノイズ
としての光や磁気は、ホストシステム側の通信端末手段との間での通信が可能な位置に、
光学式読取装置本体が配置されている場合には、電源制御信号受信手段および配置検出手
段には検出されないため、電源制御信号受信手段が電源制御信号を検出するのみで、配置
検出手段には何も検出されない。
【００１５】
しかし、ホストシステム側の通信端末手段との間での通信が可能な位置以外の位置に、光
学式読取装置本体が配置されている場合には、ノイズとしての光や磁気は、通常は、電源
制御信号受信手段および配置検出手段の両方に検出されることになり、一方のみに検出さ
れることはない。
【００１６】
このようにして、電源制御信号受信手段と配置検出手段とが共に光や磁気を検出していれ
ば、これはノイズとしての光や磁気であり、実際には電源制御信号受信手段は電源制御信
号を検出していないと判断できる。
したがって、配置検出手段の検出結果も判断することにより、電源制御信号受信手段が、
ホストシステム側からの電源制御信号を検出しているのか、あるいはノイズを検出してい
るのかが判断できる。
【００１７】
なお、通常、ホストシステム側からの電源制御信号は、ホストシステム側が通信端末手段
を介して通信処理部との間で通信するに先だって、ホストシステム側から出力される。
前述した電源としての電池は蓄電池であっても良い。この場合、この蓄電池には、光学式
読取装置本体が通信端末手段との間で通信可能な位置に配置されている場合に、外部から
充電用の電力が供給されるようにしても良い。
【００１８】
また、電池が蓄電池とすると、蓄電池に外部から充電用の電力が供給されている場合に、
この充電用の電力を電源制御信号受信手段または電源スイッチング手段に対して駆動用電
力として配分する電源配分手段を設けても良い。
このような電源配分手段が存在することにより、光学式読取装置本体が通信端末手段との
間で通信可能な位置に配置されている場合に限って、電源制御信号受信手段または電源ス
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イッチング手段に対して駆動用電力が供給されるので、光学式読取装置本体が通信端末手
段との間で通信可能な位置に配置されいない場合には、電源制御信号受信手段または電源
スイッチング手段に対して駆動用電力は供給されないことになる。
【００１９】
すなわち、ホストシステム側からの電源制御信号が電源制御信号受信手段によって受信で
きる場合に限り、電源制御信号受信手段および電源スイッチング手段の両方が駆動する。
したがって、ホストシステム側からの電源制御信号が電源制御信号受信手段によって受信
できない場合は、少なくとも電源制御信号受信手段と電源スイッチング手段とのいずれか
一方に電力が供給されることがないので、少なくとも電源スイッチング手段が作動して処
理手段に対して電源オンすることはない。このように、電源制御信号受信手段の周辺にノ
イズが存在しても、駆動電力供給のオン・オフ制御はなされないので、蓄電池の無駄な消
耗が避けられる。更に、この場合は、電源制御信号受信手段および電源スイッチング手段
のいずれかあるいは両方は蓄電池からの電力供給はされていないので、一層、蓄電池の消
耗を防止することができる。
【００２０】
本発明の光学式読取装置の置き台は、上述した光学式読取装置に対する置き台であって、
光学式読取装置を配置する配置部と、
配置部に配置された光学式読取装置の通信処理部とホストシステム側とを通信させる通信
端末手段と、
配置部に配置された光学式読取装置の電源制御信号受信手段へ、ホストシステム側からの
電源制御信号を送信する電源制御信号送信手段と、
を備えたことを特徴とする。
【００２１】
したがって、この置き台に配置された前述の光学式読取装置の電源制御信号受信手段には
、ホストシステム側から必要に応じて、電源制御信号送信手段を介して処理手段への駆動
電力供給オンを求める電源制御信号が送信され、この電源制御信号により、電源スイッチ
ング手段が処理手段への駆動電力供給をオンする。したがって、光学式読取装置は、常に
、処理手段への駆動電力供給がオンされているわけではないので、電池が無駄に消耗され
ることが防止される。
【００２２】
なお、電源制御信号送信手段が送信する電源制御信号は、光学式読取装置の電源制御信号
受信手段と適合させて、光信号であっても良く、磁気信号であっても良い。
また、蓄電池を使用し、この蓄電池に置き台からの電力供給により充電させるタイプの光
学式読取装置に対する置き台については、
更に、配置部に配置された光学式読取装置の蓄電池に対して充電用の電力を供給する充電
手段を備えることになる。光学式読取装置が、その蓄電池に外部から充電用の電力が供給
されている場合に、充電用の電力を電源制御信号受信手段または電源スイッチング手段に
対して駆動用電力として配分する電源配分手段を備えている場合には、置き台の充電手段
により、光学式読取装置の電源制御信号受信手段または電源スイッチング手段の駆動用電
力が供給されることになる。したがって、前述したごとく、より一層、蓄電池の消耗が防
止できる。
【００２３】
【発明の実施の形態】
［実施の形態１］
図１は、上述した発明のいくつかが適用された実施の形態１の光学式読取装置としてのバ
ーコードリーダハンディターミナル２およびその置き台４の概略構成を表す説明図である
。
【００２４】
図１は、バーコードリーダハンディターミナル２を置き台４に載置している状態を示して
いる。この状態では、バーコードリーダハンディターミナル２の充電用接触端子６，８は
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、置き台４側の電源回路９からの電力を供給する電力供給用接触端子１０，１２に接触さ
れ、後述する蓄電池７２に対して充電状態にある。
【００２５】
また、データ通信を光通信にて行うバーコードリーダハンディターミナル２の光入出力部
１４の内、受光素子１６は、置き台４側の光入出力部２０の内、発光素子２２に対面して
、発光素子２２からの光を受光可能な状態にある。また、バーコードリーダハンディター
ミナル２の光入出力部１４の内、発光素子１８は、置き台４側の光入出力部２０の内、受
光素子２４に対面して、受光素子２４へ光を出射可能な状態にある。
【００２６】
ホストシステムとしてのホストコンピュータからの電気信号による制御信号は、置き台４
内の信号変換回路２６にて光信号に変換されて、発光素子２２から光信号としてバーコー
ドリーダハンディターミナル２の受光素子１６へ出射される。また、バーコードリーダハ
ンディターミナル２の発光素子１８から出射された光信号は、置き台４の受光素子２４に
て受信され、信号変換回路２６にて電気信号に変換されてホストコンピュータ側に出力さ
れる。
【００２７】
また、バーコードリーダハンディターミナル２側には、もう一つの受光素子２８が設けら
れ、この受光素子２８に対面して置き台４側には、もう一つの発光素子３０が設けられて
いる。
この受光素子２８と発光素子３０とは、電源制御信号を送受信するためのものであり、ホ
ストコンピュータ側からの指示により信号変換回路２６が発光素子３０から光を出力させ
ている場合には、駆動電力供給のオン制御を意味する電源制御信号がホストコンピュータ
側から出力されていることになる。ホストコンピュータ側からの指示により信号変換回路
２６が発光素子３０から光を出力させていない場合には、駆動電力供給のオフ制御を意味
する電源制御信号が出力されていることになる。
【００２８】
なお、バーコードリーダハンディターミナル２が置き台４に対して、正確な位置に配置さ
れていない場合、あるいはバーコードリーダハンディターミナル２が置き台４から外され
ている場合には、バーコードリーダハンディターミナル２の充電用接触端子６，８、受光
素子１６、発光素子１８および受光素子２８と、置き台４の電力供給用接触端子１０，１
２、発光素子２２、受光素子２４および発光素子３０とは、接触したり通信することはで
きない状態となる。
【００２９】
図２はバーコードリーダハンディターミナル２の概略ブロック図を示している。まず処理
手段として、バーコード読取処理、データ処理、管理処理および光通信処理を行う処理部
４０は、バーコードＢのパターンを読み取るための構成として、照明用発光ダイオード４
２、発光駆動回路４４、結像レンズ４６および光学的センサ４８等を備え、発光駆動回路
４４により照明用発光ダイオード４２が発光すると、その光は、本体ケース外部のバーコ
ードＢを照射する。バーコードＢにより反射された光は、再度、本体ケース内に入り、反
射鏡（図示していない）で反射されて、結像レンズ４６に入射し、受光素子がリニアに１
列配列された光学的センサ４８にバーコードＢの像を結像させる。このバーコードＢの像
を光電変換して読み取った光学的センサ４８は、像のパターンを表す電気信号を、波形整
形部５０を介してマイクロコンピュータ５２へ出力する。
【００３０】
マイクロコンピュータ５２が、光学的センサ４８からのバーコードＢの波形データを入力
すると、その波形データをデコードして、バーコードＢが表している商品コード等の情報
を得、その情報をメモリ５４に一旦記憶する。このメモリ５４内に記憶された情報は、マ
イクロコンピュータ５２が自主的にあるいはホストコンピュータ側から送信の要求があっ
た場合に、光通信入出力回路５６を駆動して、発光素子１８から置き台４側の受光素子２
４へ送信される。受光素子２４からは、信号変換回路２６を介してホストコンピュータに
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送信される。
【００３１】
なお、メモリ５４内には、バーコードリーダハンディターミナル２としての種々の機能を
実現するためのプログラムが格納されたＲＯＭ、一時的にデータ等を記憶しておくＲＡＭ
、電源がオフとなっても、バックアップ電源により必要なデータを維持しておくバックア
ップＲＡＭが存在している。
【００３２】
この他に、処理部４０には、バーコードリーダハンディターミナル２の表面に設けられた
キーボード５８からの操作入力をインターフェース（Ｉ／Ｆ）６０を介して読み込み、ま
た操作者に報知するために、所定のデータを、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）駆動回路６２
を介してＬＣＤ６４に表示し、またバーコードＢを読み取ったことを操作者に音で報知す
るために、ブザー装置６６も備えている。
【００３３】
更に、バーコードリーダハンディターミナル２には、処理部４０全体に対する駆動電力を
供給する電力供給部７０および蓄電池７２が備えられている。電力供給部７０は、前述し
た受光素子２８とスイッチング回路７４とを備え、蓄電池７２からは直接、電力が供給さ
れている。なお、受光素子２８とスイッチング回路７４とは、単に受光の有無により、ス
イッチング回路７４のオン・オフの機能を実行しているのみであり、電力消費は、処理部
４０に比較すれば、極めて少ない。
【００３４】
このスイッチング回路７４は、トランジスタやリレー等により構成され、受光素子２８が
受光するとオンとなって、蓄電池７２の電力を処理部４０に駆動電力として供給する。受
光素子２８が受光しなくなるとオフとなって、処理部４０への駆動電力の供給を停止する
。
【００３５】
スイッチング回路７４は、受光素子２８が受光した場合以外に、電源スイッチ７６をオン
した場合にも、スイッチング回路７４はオンとなり、処理部４０を機能させることができ
る。
バーコードリーダハンディターミナル２が置き台４の正確な位置に配置されていれば、充
電用接触端子６，８に、置き台４側の電力供給用接触端子１０，１２が接触するので、ダ
イオード７８を介して、蓄電池７２に充電がなされる。
【００３６】
本実施の形態１は、前述のごとく、バーコードリーダハンディターミナル２が置き台４の
正確な位置に配置されている場合、ホストコンピュータ側が、発光素子３０を発光させる
までは、スイッチング回路７４はオフのままであるので、処理部４０全体に電力は供給さ
れていない。したがって、この状態で、単に、ホストコンピュータ側が、発光素子２２を
介して、例えば、商品の入出庫データをバーコードリーダハンディターミナル２に送信し
てメモリ５４に記憶させようとしても、あるいは、メモリ５４に格納されている商品デー
タを読み出そうとしても、処理部４０は駆動電源がオフされているので、全く機能しない
。
【００３７】
しかし、ホストコンピュータ側にて、最初に発光素子３０をオンする指示を、置き台４の
信号変換回路２６に出力して、発光素子３０を点灯させると、バーコードリーダハンディ
ターミナル２側の電力供給部７０の受光素子２８は、発光素子３０から受光して、駆動電
力供給オンの電源制御信号を、スイッチング回路７４に送信する。このことによりスイッ
チング回路７４が、蓄電池７２から処理部４０への駆動電力供給をオンする制御を行う。
【００３８】
こうして処理部４０は電源オンとなり、マイクロコンピュータ５２が起動して受光素子１
６および発光素子１８を介して光通信することが可能となる。このときに、ホストコンピ
ュータ側は、メモリ５４へ格納するデータやメモリ５４からデータを読み出す指示を、置
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き台４側の信号変換回路２６の発光素子２２を介して、受光素子１６側に出力する。この
ことにより、マイクロコンピュータ５２は該当する処理を行う。
【００３９】
また、ホストコンピュータ側が、バーコードリーダハンディターミナル２に対する処理を
終了した場合には、信号変換回路２６に指示して発光素子３０を消灯すると、バーコード
リーダハンディターミナル２側の電力供給部７０の受光素子２８は、駆動電力供給オフの
電源制御信号をスイッチング回路７４に送信し、このことによりスイッチング回路７４が
、蓄電池７２から処理部４０への駆動電力供給をオフする制御を行う。
【００４０】
このことにより、電源オフとなって処理部４０の機能は停止する。
したがって、バーコードリーダハンディターミナル２の処理部４０は、ホストコンピュー
タにより必要に応じて電源オンされるので、ホストコンピュータ側からの指示待ちの際に
は、処理部４０は起動していない。駆動しているのは、電力供給部７０のみであり、電力
供給部７０の駆動は、処理部４０あるいはマイクロコンピュータ５２、光通信入出力回路
５６および受光素子１６の駆動に比較して、蓄電池７２の消耗は極めて少ないので、蓄電
池７２の消耗を十分に防止することができる。
【００４１】
［実施の形態２］
図３に実施の形態２としてのバーコードリーダハンディターミナル１０２および置き台１
０４を示す。
本実施の形態２のバーコードリーダハンディターミナル１０２が実施の形態１のバーコー
ドリーダハンディターミナル２と異なるのは、電力供給部１７０において、受光素子２８
の代りに、リードスイッチ１２８を設けた点であり、他は同一である。また、本実施の形
態２の置き台１０４が実施の形態１の置き台４と異なるのは、発光素子３０の代りに、電
磁石１３０を設けた点であり、他は同じである。リードスイッチ１２８は、磁力が所定以
上大きくなると、オンとなり、オン信号をスイッチング回路１７４に出力する。
【００４２】
電磁石１３０は、置き台１０４内の信号変換回路にホストコンピュータ側から駆動電力供
給をオン制御する旨の電源制御信号が入力されると、電磁石１３０に電流が流れて、電磁
石１３０から磁力が発生する。このことにより、置き台１０４の正確な位置に配置された
バーコードリーダハンディターミナル１０２のリードスイッチ１２８はオンとなる。この
リードスイッチ１２８からのオン信号がスイッチング回路１７４に入力すると、スイッチ
ング回路１７４がオンとなり、蓄電池１７２から駆動電力が処理部１４０側に出力される
。
【００４３】
したがって、処理部１４０が駆動して、受光素子１１６および発光素子１１８により、置
き台１０４側の光入出力部１２０の発光素子１２２および受光素子１２４を介して、ホス
トコンピュータ側とデータ通信が可能となる。
データ通信が終了して、ホストコンピュータ側から、駆動電力供給をオフ制御する旨の電
源制御信号が入力されると、電磁石１３０に流れていた電流が遮断されて、電磁石１３０
から発生していた磁力が消滅する。このことにより、リードスイッチ１２８はオフとなり
、このオフ信号がスイッチング回路１７４に入力して、スイッチング回路１７４がオフと
なり、蓄電池１７２から処理部１４０側に供給されていた電力を停止する。したがって、
処理部１４０の駆動が停止して、蓄電池１７２の消耗が防止される。
【００４４】
［実施の形態３］
図４に実施の形態３としてのバーコードリーダハンディターミナル２０２および置き台２
０４を示す。
本実施の形態３のバーコードリーダハンディターミナル２０２が実施の形態１のバーコー
ドリーダハンディターミナル２と異なるのは、電力供給部２７０において、受光素子２２
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８に加えて、もう一つ、第２の受光素子２８０を外部から受光できるように設けた点であ
り、またスイッチング回路２７４は、２つの受光素子２２８，２８０からの信号を受けて
駆動電力供給のオン・オフ制御をしている点であり、他は同一である。また、本実施の形
態３の置き台２０４は実施の形態１の置き台４と同じ構成である。
【００４５】
なお、スイッチング回路２７４においては、受光素子２８０からオフ信号が入力している
場合に、実施の形態１の場合と同じように、受光素子２２８からの信号のオン・オフに応
じて、処理部２４０への駆動電力供給のオン・オフを制御する。
【００４６】
この第２の受光素子２８０は、バーコードリーダハンディターミナル２０２が置き台２０
４の正確な位置に配置されている場合には、バーコードリーダハンディターミナル２０２
の本体に対して、受光素子２２８とは異なる位置に設置されているので、第２の受光素子
２８０の受光部は、置き台２０４の本体に覆われていかなる光も到達しない。なお、受光
素子２２８については、実施の形態１と同じく置き台２０４側の発光素子２３０に対面す
るので、発光素子２３０からの光は受光可能である。
【００４７】
したがって、バーコードリーダハンディターミナル２０２を置き台２０４の正確な位置に
配置している場合には、スイッチング回路２７４へは第２の受光素子２８０からは常にオ
フ信号が入力するので、実施の形態１と同様に機能する。
一方、バーコードリーダハンディターミナル２０２を置き台２０４でなく、机上等の他の
場所においた場合には、バーコードリーダハンディターミナル２０２の周囲の光（太陽光
や電灯光等）がノイズとして、受光素子２２８にて受光される場合がある。この場合、ス
イッチング回路２７４が、実施の形態１のスイッチング回路７４のように、一つの受光素
子２８からの信号のみにより、オン・オフ制御していると、ノイズにより、処理部２４０
に蓄電池２７２の電力を供給してしまう。しかし本実施の形態３では、第２の受光素子２
８０が存在していることにより、第２の受光素子２８０がオン信号を出力している場合に
は、受光素子２２８からの信号がいかなる信号であろうとも、スイッチング回路２７４は
オフ制御を維持する。
【００４８】
このように、本実施の形態３のバーコードリーダハンディターミナル２０２は、実施の形
態１の効果とともに、更に、ノイズ光が受光素子２２８に受光されても、処理部２４０へ
は電力が供給されることはないので、ノイズにより無駄な電力の消耗をしなくても済むと
いう効果を生ずる。
【００４９】
［実施の形態４］
図５に実施の形態４としてのバーコードリーダハンディターミナル３０２および置き台３
０４を示す。
本実施の形態４のバーコードリーダハンディターミナル３０２が実施の形態３のバーコー
ドリーダハンディターミナル２０２と異なるのは、電力供給部３７０において、第２の受
光素子２８０の代りにリミットスイッチ３８０を設けた点であり、スイッチング回路３７
４は、リミットスイッチ３８０がオン信号を出力している場合に、実施の形態１の場合と
同じように、受光素子３２８からの信号のオン・オフに応じて、処理部３４０への駆動電
力供給のオン・オフを制御するが、リミットスイッチ３８０がオフ信号を出力している場
合に、受光素子３２８からの信号がいかなる信号であろうとも、処理部３４０への駆動電
力供給はオフに制御する点である。他の構成は実施の形態３と同じである。
【００５０】
このバーコードリーダハンディターミナル３０２が置き台３０４の正確な位置に配置され
ている場合には、リミットスイッチ３８０の接触端３９０ａが置き台３０４の一部３０４
ａに接触することにより、リミットスイッチ３８０はオンとなる。受光素子３２８につい
ては、実施の形態１と同じく置き台３０４側の発光素子３３０に対面するので、発光素子
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３３０からの光は受光可能である。
【００５１】
したがって、バーコードリーダハンディターミナル３０２を置き台３０４の正確な位置に
配置している場合には、スイッチング回路３７４へはリミットスイッチ３８０からオン信
号が入力するので、実施の形態１と同様に機能する。
一方、バーコードリーダハンディターミナル３０２を置き台３０４でなく、机上等の他の
場所においた場合には、バーコードリーダハンディターミナル３０２の周囲の光がノイズ
として、受光素子３２８にて受光される場合がある。この場合、リミットスイッチ３８０
は置き台３０４に接触せず、無接触状態にあるので、リミットスイッチ３８０からはオフ
信号が出力される。このため、受光素子３２８からの信号がいかなる信号であろうとも、
スイッチング回路３７４は、処理部３４０への駆動電力供給をオフに制御する。
【００５２】
このように、本実施の形態４のバーコードリーダハンディターミナル３０２は、実施の形
態３と同様な効果を生ずる。
［実施の形態５］
図６に実施の形態５としてのバーコードリーダハンディターミナル４０２および置き台４
０４を示す。
【００５３】
本実施の形態５のバーコードリーダハンディターミナル４０２が実施の形態１のバーコー
ドリーダハンディターミナル２と異なるのは、電力供給部４７０に対する電力供給が、ダ
イオード４７８の蓄電池４７２側でなく、ダイオード４７８よりも充電用接触端子４０６
側（図示Ａ点）からなされている点である。他の構成は実施の形態１と同じである。
【００５４】
このバーコードリーダハンディターミナル４０２が置き台４０４にセットされている場合
には、電力供給用接触端子４１０，４１２と充電用接触端子４０６，４０８とを介して、
電力供給部４７０に駆動用電力が供給されるので、電力供給部４７０は実施の形態１の電
力供給部７０と同様に機能する。すなわち、置き台４０４側の発光素子４３０を介する、
ホストコンピュータ側からの、受光素子４２８への電源制御信号に応じて、スイッチング
回路４７４は、処理部４４０に対する電源供給のオン・オフ制御がなされる。
【００５５】
一方、バーコードリーダハンディターミナル４０２を置き台４０４でなく、机上等の他の
場所においた場合には、バーコードリーダハンディターミナル４０２の周囲の光がノイズ
として、受光素子４２８にて受光される場合がある。この場合、充電用接触端子４０６，
４０８には、置き台４０４側の電力供給用接触端子４１０，４１２が接触していないので
、図６のＡ点へは置き台４０４側からの電力の供給はなされず、またダイオード４７８が
間にあるために蓄電池４７２からの電力もＡ点には供給されない。
【００５６】
このため、電力供給部４７０への電力供給はなされないので、スイッチング回路４７４は
駆動せず、オフ状態を維持するので、蓄電池４７２から処理部４４０へ電力が供給される
ことはなく、無駄な電力消費が避けられる。
このように、本実施の形態５のバーコードリーダハンディターミナル４０２は、実施の形
態４と同様な効果を生ずる。
【００５７】
なお、本実施の形態５では、電源スイッチ４７６は、単独で、処理部４４０に電力を供給
するので、操作者によるバーコードＢの読み取り操作の際には、処理部４４０は電源スイ
ッチ４７６により電力供給されて駆動する。
なお、Ａ点からの電力供給は、電力供給部４７０の内の受光素子４２８のみとし、スイッ
チング回路４７４については、実施の形態１～４と同じように蓄電池４７２側から電力供
給するようにすれば、電源スイッチ４７６についても、実施の形態１～４のように、スイ
ッチング回路４７４のオン・オフ制御をするものとしても良い。
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【００５８】
［その他］
なお、実施の形態３～５においても、実施の形態２と同様に、発光素子２３０，３３０，
４３０の代りに電磁石を、受光素子２２８，３２８，４２８の代りにリードスイッチを用
いても良い。
【００５９】
また、実施の形態１～５においては電源電池として蓄電池７２，１７２，２７２，３７２
，４７２を用いたが、乾電池を用いても良いし、着脱自在の蓄電池を用いても良い。乾電
池や着脱自在の蓄電池の場合には、置き台４，１０４，２０４，３０４，４０４側には、
充電用の回路や電力供給用接触端子１０，１２，１１０，１１２，２１０，２１２，３１
０，３１２，４１０，４１２は必要ない。
【図面の簡単な説明】
【図１】　実施の形態１としてのバーコードリーダハンディターミナルおよびその置き台
の概略構成を表す説明図である。
【図２】　バーコードリーダハンディターミナルの概略ブロック図である。
【図３】　実施の形態２としてのバーコードリーダハンディターミナルおよび置き台の要
部ブロック図である。
【図４】　実施の形態３としてのバーコードリーダハンディターミナルおよび置き台の要
部ブロック図である。
【図５】　実施の形態４としてのバーコードリーダハンディターミナルおよび置き台の要
部ブロック図である。
【図６】　実施の形態５としてのバーコードリーダハンディターミナルおよび置き台の要
部ブロック図である。
【符号の説明】
Ｂ…バーコード　　　２…バーコードリーダハンディターミナル
４…置き台　　　６，８…充電用接触端子　　　９…電源回路
１０，１２…電力供給用接触端子　　１４…光入出力部
１６…受光素子　　１８…発光素子　　２０…光入出力部
２２…発光素子　　２４…受光素子　　２６…信号変換回路
２８…受光素子　　３０…発光素子　　４０…処理部
４２…照明用発光ダイオード　　４４…発光駆動回路
４６…結像レンズ　　４８…光学的センサ　　５０…波形整形部
５２…マイクロコンピュータ　　５４…メモリ
５６…光通信入出力回路　　５８…キーボード
６０…インターフェース（Ｉ／Ｆ）
６２…液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）駆動回路　　６４…ＬＣＤ
６６…ブザー装置　　７０…電力供給部　　７２…蓄電池
７４…スイッチング回路　　７６…電源スイッチ
７８…ダイオード　１０２…バーコードリーダハンディターミナル
１０４…置き台　１１６…受光素子　１１８…発光素子
１２０…光入出力部　１２２…発光素子　１２４…受光素子
１２８…リードスイッチ　１３０…電磁石　１４０…処理部
１７０…電力供給部　１７２…蓄電池　１７４…スイッチング回路
２０２…バーコードリーダハンディターミナル　２０４…置き台
２２８…受光素子　２３０…発光素子　２４０…処理部
２７０…電力供給部　２７２…蓄電池　２７４…スイッチング回路
２８０…第２の受光素子　３０２…バーコードリーダハンディターミナル
３０４…置き台　３０４ａ…置き台の一部　３２８…受光素子
３３０…発光素子　３４０…処理部　３７０…電力供給部
３７４…スイッチング回路　３８０…リミットスイッチ　３９０ａ…接触端
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４０２…バーコードリーダハンディターミナル　４０４…置き台
４０６…充電用接触端子　４０８…充電用接触端子
４１０，４１２…電力供給用接触端子　４２８…受光素子
４３０…発光素子　４４０…処理部　４７０…電力供給部　４７２…蓄電池
４７４…スイッチング回路　４７６…電源スイッチ
４７８…ダイオード

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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